
資 料 ５

沖縄県医療非常事態宣言について



沖縄県医療非常事態宣言の取り扱いについて（案）

９月15日の対策本部会議においては、７月21日に発出した「沖縄県医療非常事態宣言」や「感染拡大時に適用し

た措置」について、医療ひっ迫の解消を確実なものとするため、BA.5対策強化地域指定解除やシルバーウィークの

連休の影響が生じるこの先２週間の感染状況を確認した後、月末を目途に取り扱いを諮るとしたところ。

26日の新規陽性者数は239.85（14日比△158.77Ｐ減）と他県と比べても低い水準となっているほか、病床使用率

は23.7％（同△17.6Ｐ減）となるなど、15日以降も判断指標は改善傾向が続き概ね３月と同水準まで改善してい

る。

また、重点医療機関における診療制限も一定程度解消されているほか、休業スタッフの人数も26日時点で155人

と７月30日の1,277人と比べ大幅に減少している。

これら指標に大幅な改善がみられることから、医療ひっ迫を回避するため感染拡大時の７月21日に宣言した「沖

縄県医療非常事態宣言」は、29日をもって解除することとしたい。


